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パブリック・コメントの実施結果について 

 

１ パブリック・コメントの実施概要 

⑴ 実施した計画  大垣市未来ビジョン第２期基本計画（素案） 

⑵ 実施期間    令和4年10月1日（土）～10月30日（日） 

⑶ 実施方法    「大垣市パブリック・コメント手続要綱」によるもの 

⑷ 意見提出者数  10人（提案・意見：5人、賛同：5人） 

⑸ 意見提出件数  13件（提案・意見：8件、賛同：5件） 

 

２ 大垣市未来ビジョン第２期基本計画に係る意見の概要等について 

№ 意見の概要 市の考え方（対応） 

1 

ＰＤＣＡサイクルを着実に実行する

べき。特に、第１期基本計画の目標指

標等について、Ｃ（Ｃｈｅｃｋ）を行

い、第２期基本計画におけるＡ（Ａｃ

ｔ）に結び付けることが重要である。 

庁内における第２期基本計画（素案）

の作成段階において、第１期基本計画

の目標指標の目標値に対する2021年度

実績値の割合を進捗として確認し、そ

の内容を素案に反映しております。 

また、第２期基本計画の策定にあた

って設置した大垣市総合計画審議会に

おいても、第１期基本計画の進捗を踏

まえ、審議を行っております。 

引き続き、第２期基本計画において

も、毎年度、目標指標の実績値を把握

するとともに、継続的な見直しや改善

に取り組んでまいります。 

2 

合理化による経費削減など、2040年

問題に対しての対応策を一層重点化す

るべきである。 

P114～115「行政経営」分野の「施策」

の2)に主な取り組みとして「予算の最

適配分と適正執行」を掲げており、最

小の経費で最大の効果を創出できるよ

う取り組みを進めてまいります。 

3 

高齢化が進行する中、健康寿命の延

伸に向けた取り組みを進めるべきであ

る。 

P78～79「健康」分野の「現状と課題」

の5)において「単に長生きするのでは

なく、健康で自立して生きられる健康

寿命の延伸が求められており、」と言及

しており、こうした認識のもと、健康

づくりを推進してまいります。 
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№ 意見の概要 市の考え方（対応） 

4 

2016年に採択されたＳＤＧｓは目標

達成期限が2030年であるため、本計画

が始まる2023年はＳＤＧｓの折り返し

の年となるが、新型コロナウイルス感

染症の感染拡大や国際情勢の悪化など

により、世界的にＳＤＧｓの達成から

遠ざかっているように思う。 

こうした中、本計画において、施策

毎に関連する主なＳＤＧｓのゴールを

位置付け、市の取り組みがどのゴール

の達成に寄与するのか明示したことに

ついては、非常に意義深いと考える。

本計画に基づき具体的な取り組みを進

め、大垣市がＳＤＧｓの達成に貢献す

ることを期待する。 

本計画に基づき、ＳＤＧｓの目標達

成を目指して、誰一人取り残さない、

持続可能なまちづくりに取り組んでま

いります。 

5 

「移住・定住」分野の「社会増減」、

「産業」分野の「事業承継」、「男女共

同参画・多文化共生」分野の「やさし

い日本語」は、日常生活であまり使わ

ない用語なので、用語解説が必要では

ないか。 

ご指摘を受け、次のとおり用語解説

を追加します。 

P44～45「移住・定住」分野 

・社会増減／ある地域の人口が、他地

域からの転入、あるいは転出により生

じる増減のことです。 

P48～49「産業」分野 

・事業承継／会社の経営権を後継者に

引き継ぐことです。中小企業・小規模

事業者の経営者の高齢化が進む中で、

重要な経営課題になっています。 

P94～95「男女共同参画・多文化共生」

分野 

・やさしい日本語／外国人、高齢者や

障害のある人などの多くの人に配慮

し、漢字にふりがなをつけたり難しい

言葉を簡易な表現に言い換えたりした

分かりやすい日本語のことです。 

6 

市民向けに冊子等を作成される際に

は、写真やイラスト、グラフを用いて

内容が分かりやすくなるよう工夫され

てはどうか。 

策定後に作成する予定の製本版等に

おいては、市民目線で分かりやすい計

画となるよう、写真やイラスト、グラ

フを挿入するなど構成を工夫してまい

ります。 
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7 

最近出てきた新しい概念も取り入れ

ており、総合計画としてはよくまとま

っていると感じるが、若干具体性に欠

けるような印象を受ける。 

大垣市未来ビジョンは3層構成とい

うことで、基本計画策定後に実施計画

を作成予定であると思うが、実施計画

では、具体的な取り組みを記載してい

ただきたい。 

毎年度、単年度の予算と連動した実

施計画を策定しております。引き続き、

実施計画においては、具体的な予算事

業やその実施内容を記載してまいりま

す。 

8 

大垣市は車での移動は便利だが、徒

歩や自転車での移動は危ないと感じる

ことがある。すべての人が気軽に散歩

でき、自転車に乗れるようなまちにな

ればと思い、大垣駅北エリアについて、

以下を提案する。 

・河間から楽田にかけて国道21号線の

車線を減らし歩道を広げ、そこにサイ

クルレーンを作り、大垣駅北口からの

サイクルレーンとつなげる。 

・北公園や北球場等を合体させて大き

な公園にし、水の都大垣を象徴するよ

うな大きな池を作り、その周りに散歩

やジョギングを楽しめるような遊歩道

や子供の遊具等を設置する。 

 本計画は、今後のまちづくりの指針

として、市の施策を体系的に示したも

のです。 

ご提案につきましては、本計画では、

車だけでなく歩行者や自転車等にも配

慮した、安全で快適な道路環境の整備

を進めるとともに、高齢者、障がい者、

子ども等が安心して通行できる交通環

境の確保に努めることとしておりま

す。 

 また、公園の整備についても、子育

て支援や地域コミュニティの形成、心

身の健康づくり等に関わる活動の場と

して、市内各地において推進すること

としております。 

9～13 本計画に賛同する。 - 
 


